
（1）　第４２２号

中
・
高
テ
ニ
ス
部

Ｕ
18
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ッ
チ
大
会

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
２
位
！時　

10
月
３
日

於　

浜
山
公
園

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

２
位　

橋
本
脩
平（
2-1
河南
）

○

大
会
総
評

　

中
・
高
か
ら
８
人
が
参
加
し
た
。
そ
の
中

で
、橋
本
は
戦
術
や
相
手
の
分
析
な
ど
、試
合

運
び
が
向

上
し
、
自

分
の
プ
レ

ー
に
自
信

が
出
て
き

た
と
感
じ

た
。
そ
れ
以
外
の
生
徒
も
、
今
後
に
つ
な
が

る
試
合
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

美　

術　

部

犯
罪
の
な
い
安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
啓
発
ポ
ス
タ
ー

錦
織
初（
中1
国富
）が
山
陰
中
央
新
報
社
長
賞

　

島
根
県
、

山
陰
中
央
新

報
社
、
島
根

県
警
な
ど
の

主
催
に
よ
る

「
令
和
２
年

度
犯
罪
の
な

い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
啓
発
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
、
本
校
か
ら
応
募
し
た

と
こ
ろ
、
錦
織
の
作
品
が
中
学
生
の
部
で
山

陰
中
央
新
報
社
長
賞
に
選
ば
れ
た
。
そ
の
他
、

三
輪　

泉（
2-6
平田
）
も
入
賞
に
輝
い
た
。

（
顧
問　

田
部
温
子
）

吹

奏

楽

部

第
26
回
日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト

全
国
大
会
出
場
決
定

　

コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
大
会
が
中
止
と

な
っ
た
が
、
日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト

は
録
音
審
査
と
全
国
大
会
の
動
画
審
査
と

い
う
条
件
で
、
本
年
も
開
催
さ
れ
た
。

　

満
足
な
練
習
を
す
る
こ
と
は
厳
し
い
中

で
は
あ
っ
た
が
、
唯
一
開
催
さ
れ
る
大
会

で
あ
っ
た
た
め
、
で
き
る
限
り
の
準
備
を

行
い
、
エ
ン
ト
リ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
結
果
、
同
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
へ

の
４
度
目
と
な
る
出
場
権
を
獲
得
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

11
月
８
日
㈰
に
配
信
さ
れ
る
全
国
大
会

で
は
、
更
に
良
い
演
奏
・
活
動
が
で
き
る

よ
う
、
精
進
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
献
身
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ

い
た
保
護
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
卒
業
生

や
関
係
者
の
方
々
に
対
し
、
部
員
一
同
心

よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
顧
問　

竹
内
康
貴
）

令和２年１０月３１日
出雲北陵中学高等学校
土江明文社　印刷

Ｎｏ.４２２

第
26
回
日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
出
場
！

第
26
回
日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
出
場
！

吹
奏
楽
部

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
に
２
名
が
出
場
決
定
！

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
に
２
名
が
出
場
決
定
！

卓

球

部

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

第
１
回　

９
月
26
日（
土
）

第
２
回　

10
月
18
日（
日
）

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
と
な

っ
た
こ
と
を
考
慮
し
、
当

初
の
予
定
を
変
更
し
て
実

施
し
た
。

　

第
１
回
は
雨
天
に
も
拘

わ
ら
ず
、
中
高
合
わ
せ
て

約
600
名
の
来
校
者
を
迎
え
、

小
中
学
生
の
賑
や
か
な
声
が
校
舎
に
響
い
た
。

高
校
で
は
、
９
教
科
の
模
擬
授
業
体
験
を
は

じ
め
、
午
後
に
は
部
活
動
の
見
学
や
体
験
を

実
施
し
た
。
中
学
校
で
は
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン

作
り
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
ア
プ
リ
の
体
験
な
ど
を

行
い
、
大
盛
況
と
な
っ
た
。

　

第
２
回
は
、
中
高
合
わ

せ
て
約
180
名
の
来
校
者

を
迎
え
た
。
高
校
で
は
入

試
を
意
識
し
た
『
受
験
講

座
』
で
中
学
生
が
過
去
問

題
に
取
り
組
ん
だ
。
ま

た
、
吹
奏
楽
部
や
合
唱
部

の
体
験
入
部
で
は
、高
校
生
と
の
共
演
に
、緊

張
し
な
が
ら
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
。

◆
◆
空
気
清
浄
機
等
の
ご
寄
贈
◆
◆

　

こ
の
度
、
公
益
社
団
法
人
出
雲
法
人
会

様
か
ら
、
社
団
化
40
周
年
を
記
念
し
、
ス

ト
リ
ー
マ
ー
空
気
清
浄
機
１
台
及
び
パ
ル

ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
１
台
を
ご
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

卓　

球　

部

原
田
哲
多（
2-4
北陵
）２
冠
達
成

令
和
２
年
度
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

島
根
県
予
選
大
会

時　

10
月
３
日　
　

於　

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優
勝　

原
田
哲
多

○

大
会
総
評

　

推
薦
出
場
の
山
本　

歩（
3-2
北陵
）
と
県
予

選
を
突
破
し
た
原
田
哲
多
が
１
月
に
大
阪

府
で
開
催
さ
れ
る
全
日
本
選
手
権（
一
般

の
部
）
に
出
場
す
る
。
原
田
は
ジ
ュ
ニ
ア

予
選
、
一
般
予
選
と
も
に
優
勝
し
、
２
冠

を
達
成
し
た
。
全
日
本
選
手
権
で
も
上
位

進
出
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
の
練
習
で
課

題
を
克
服
し
て
い
き
た
い
。

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

優勝した原田選手

２位の橋本選手



第４２２号　（2）

写　

真　

部

令
和
２
年
度
秋
季
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

時　

10
月
16
日　
　
　
　

於　

ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲

【
特
選
】（
作
品
番
号
順
）

「
喜
び
」

藤
原
香
織（
2-3
大社
）

「
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
」
大
江
日
向
人（
2-4
北陵
）

「
休
憩
中
」

高
橋　

友（
2-3
平田
）

「
旅
の
始
ま
り
」

高
橋　

友　
　

「
連
れ
て
っ
て
よ
」

美
川
は
る
か（
2-4
大社
）

「
瞳
」

伊
藤
美
希（
1-4
向陽
）

「
空
を
感
じ
て
」

伊
藤
美
希　
　

「
人
気
者
」

磯
田
明
佳
里（
1-2
斐西
）

「
光
彩
」

鬼
村
莉
緒（
1-4
斐西
）

「
童
心
」

鎌
田
凌
太
郎（
1-4
出三
）

「
風
物
詩
」

坂
口　

輝（
1-1
出三
）

「
Ｏ
ｕ
ｔ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
」

⻆
田
翔
大（
3-1
斐西
）

（
顧
問　

村
上　

学
）

出
雲
北
陵
中
学・高
等
学
校
芸
術
鑑
賞
会

並
び
に
第
30
回
定
期
演
奏
会

時　

10
月
３
日　
　

於　

出
雲
市
民
会
館

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る
が
、
厳
重
な
対
策

を
講
じ
、
本
校
芸
術
鑑
賞
会
並
び
に
定
期

演
奏
会
を
開
催
し
た
。

　

本
年
で
30
回
目
を
迎

え
た
こ
の
演
奏
会
は
、

ソ
ロ
・
弦
楽
合
奏
・
吹

奏
楽
・
合
唱
と
様
々
な

演
奏
ス
タ
イ
ル
の
演
目

が
並
び
、
他
校
に
は
な

い
珍
し
い
演
奏
会
で
あ

る
。
合
わ
せ
て
、
音
楽

コ
ー
ス
も
開
設
30
周
年

を
迎
え
、
記
念
す
べ
き

演
奏
会
と
な
っ
た
。

　

午
前
中
は
本
校
生
徒
対
象
の
芸
術
鑑
賞

会
、
午
後
は
一
般
の
方
々
対
象
の
定
期
演

奏
会
と
２
公
演
を
行
っ
た
。
出
演
し
た
生

徒
た
ち
は
、
島
根
県
・
中
国
地
区
を
代
表

す
る
音
楽
部
に
ふ
さ
わ
し
い
演
奏
を
披
露

し
、
観
客
を
魅
了
し
た
。

　

当
日
、
来
館
い
た
だ
い
た
お
客
様
を
は

じ
め
、
応
援
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の
方

々
、
保
護
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。イ

ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
活
動

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
活
動

島
根
の
歴
史
と
地
域
文
化
を
知
ろ
う

時　

10
月
４
日　
　

於　

月
山
富
田
城
跡

安
来
節
演
芸
館

　

出
雲
南
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
が
主
催
し

た
「
島
根
の
歴
史
と
地

域
文
化
を
知
ろ
う
」
に
、

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ

ブ
の
１
・
２
年
生
13
名

が
参
加
し
た
。

　

出
雲
合
同
庁
舎
前
か

ら
バ
ス
で
安
来
市
へ
移

動
し
た
。
ま
ず
、
安
来
節
演
芸
館
で
安
来

節
や
ど
じ
ょ
う
掬
い
を
見
学
し
、
伝
統
芸

能
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

場
所
を
移
し
て
安
来
市
歴
史
博
物
館
へ

向
か
う
。
昼
食
後
、
目
の
前
に
あ
る
月
山

を
登
山
し
、
山
頂
の
富
田
城
跡
ま
で
行
っ

た
。
尼
子
氏
の
居
城
で
あ
る
富
田
城
は
難

攻
不
落
の
山
城
だ
っ
た
の
で
、
城
跡
か
ら

見
た
景
色
は
眼
下
に
飯
梨
川
を
望
め
、
ま

さ
に
絶
景
で
あ
っ
た
。

　

島
根
の
歴
史
と
地
域
文
化
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

　

去
る
10
月
13
日
㈫
、
松
徳
学
院
中
学
高
等

学
校
に
お
い
て
、
令
和
2
年
度
第
40
回
島
根

県
私
学
教
育
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。

　

今
年
度
か
ら
優
秀
教
員
表
彰
が
設
け
ら
れ
、

古
瀨
泰
之
教
諭
が
表
彰
さ
れ
た
。
古
瀨
教
諭

は
、
卓
球
部
の
監
督
と
し
て
数
々
の
大
会
で

好
成
績
を
収
め
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
度
の
受
賞
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
永
年
勤
続
表
彰
で
は
、
黒
崎
勉
教

諭
が
長
年
の
勤
務
に
つ
い
て
表
彰
さ
れ
、
こ

ち
ら
も
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
62
回
全
商
情
報
処
理
検
定
合
格
者

時　

９
月
27
日

２
級　

山
根
幸
輝（
3-1
湖東
）

３
級　

西　

航
大（
3-1
大社
）、
飯
塚
愛
美（
3-1
出三
）

　
　
　

福
田
蓮
莉（
3-1
平田
）、
池
田
天
希（
2-1
斐西
）

　
　
　

佐
藤
夢
馬（
2-1
斐西
）、
二
瀬
直
己（
2-1
平田
）

　
　
　

橋
本
脩
平（
2-1
河南
）、
湯
原
遥
暉（
2-1
出三
）

卓　

球　

部

時　

10
月
６
・
７
日　

於　

斐
川
第
一
体
育
館

〈
男
子
団
体
〉

優
勝（
７
年
連
続
９
回
目
）

永年勤続表彰　黒崎教諭

優秀教員表彰　古瀨教諭

中
学
校

出
雲
市
中
学
校
新
人
戦

第
40
回
島
根
県
私
学
教
育
研
修
会

〈
男
子
個
人
〉

優
勝　

小
野
泰
和（
中2-1
鏡山
）

２
位　

田
中
悠
斗（
中2-1
面影
）

３
位　

濵
田
都
希（
中2-2
浜村
）

○

大
会
総
評

　

昨
年
に
続
き
団
体
、
個
人
と
も
に
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
も
協
力
し
て
も
ら

っ
た
卓
球
部
以
外
の
生
徒
の
お
蔭
で
あ
る
。

次
大
会
も
結
果
で
恩
返
し
を
し
た
い
。

（
顧
問　

相
場
翔
太
）

男
女
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

時　

10
月
６
・
７
日

於　

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ

【
女
子
】

本
校　

38

－

74

斐
川
西

本
校　

68

－

42

斐
川
東

本
校　

49

－

75

出
雲
一

本
校　

59

－

41

向　

陽

　

６
位
（
出
雲
地
区
新
人
大
会
出
場
決
定
）

○

大
会
総
評

　

新
チ
ー
ム
と
し
て
初
め

て
の
試
合
が
行
わ
れ
た
。

部
員
数
が
足
り
ず
、
１
年
生
女
子
生
徒
の
協

力
を
得
て
大
会
に
参
加
し

た
。
当
日
は
苦
し
い
場
面

も
多
く
あ
っ
た
が
、
本
校

ら
し
さ
も
見
ら
れ
た
。
今

後
は
出
雲
地
区
大
会
に
向

け
て
、
練
習
に
励
み
た
い
。

（
顧
問　

篠
原
勝
利
）

【
男
子
】

〈
予
選
リ
ー
グ
〉

一
試
合
目　

本
校　

55

－

84

出
雲
三

二
試
合
目　

本
校　

58

－

50

平　

田

　

予
選
リ
ー
グ
２
位（
１
勝
１
敗
）



（3）　第４２２号
〈
順
位
決
定
戦
〉

本
校　

49

－

90

出
雲
二

　

３
位

○

大
会
総
評

　

人
数
が
少
な
い
な
が
ら
、
一
生
懸
命
戦
う

こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
た
だ
、
残
念
な
が

ら
出
雲
地
区
大
会
に
は
進

む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

ご
声
援
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
顧
問　

多
々
納
厚
比
古
）

野　

球　

部

時　

10
月
６
日　
　

於　

浜
山
少
年
球
場

一
回
戦　

本
校　

１

－

２　

平
田

○

大
会
総
評

　

出
雲
地
区
大
会
出
場
を
目
指
し
て
大
会
に

臨
み
、
選
手
た
ち
は
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず

戦
っ
た
。
こ
れ
か
ら
冬
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

頑
張
り
、
来
年
の
総
体
で
優
勝
を
目
指
し
た

い
。

（
顧
問　

手
錢
修
司
）

校
外
講
師
特
別
講
座（
座
禅
と
講
話
）

時　

９
月
30
日

於　

一
畑
寺　

　

今
年
度
も
歴
史
と
由
緒
あ
る
一
畑
寺
を
訪

れ
た
。
管
長
の
飯
塚
大
幸
様
の
お
世
話
に
よ

る
座
禅
と
講
話
を
、
密
を
避
け
る
た
め
午
前
・

午
後
の
二
班
に
分
け
て
実
施
し
た
。

　

静
寂
に
身
を
置
き
、
警
策
の
音
が
響
く
中
、

自
己
と
向
き
合
う
貴
重
な
時
間
を
持
つ
こ
と

が
で
き
た
。

【
生
徒
の
感
想
】

　

今
日
の
校
外
講
師
特
別
講
座
は
四
ヶ
月
遅

れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行

し
て
か
ら
、
心
が
不
安
な

気
持
ち
だ
っ
た
り
、
落
ち

着
か
な
か
っ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、

心
を
清
め
る
座
禅
を
行

う
こ
と
で
、
心
身
と
も
に

集
中
し
、
落
ち
着
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
座
禅
を
し
て
い
る
間
、
違
う
こ
と

を
考
え
た
り
、
姿
勢
が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
り

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
二
ｍ
先
の

畳
の
一
点
を
見
つ
め
て
呼
吸
を
整
え
な
が
ら

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
二
回
、
警

策
で
打
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
打

た
れ
る
力
が
強
か
っ
た
の
で
、
び
っ
く
り
し

ま
し
た
が
、
崩
れ
そ
う
に
な
っ
た
姿
勢
と
、

乱
れ
そ
う
に
な
っ
た
呼
吸

が
整
い
、
改
め
て
心
が
清

ら
か
に
な
り
、
気
持
ち
よ

か
っ
た
で
す
。

　

今
日
、
座
禅
を
行
っ
た

こ
と
で
、
今
の
コ
ロ
ナ
の

時
代
で
も
、
落
ち
着
い
て

日
々
の
生
活
を
過
ご
し
た

り
、
集
中
し
て
勉
学
に
励

ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
も
増
え
た
中
で
、
座
禅
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
と
て
も
貴
重
な
体

験
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
中

で
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
浦
志
穂
（
中2-2
塩冶
）

国
際
交
流
ひ
ろ
ば
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

10
月
21
日
㈬
に
、
第
24
回
国
際
交
流
ひ
ろ

ば
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
会
場
を
分

け
、
リ
モ
ー
ト
形
式
で
開
会
式
・
閉
会
式
を

行
っ
た
。
今
年
は
ロ
シ
ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
カ

ナ
ダ
・
韓
国
の
講
師
の
方
々
を
お
迎
え
し
、

各
学
年
に
分
か
れ
て
活
動
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
国
の
こ
と
に
つ
い
て
事
前
学
習
を
各
ク
ラ

ス
で
行
っ
て
い
た
が
、
当
日
は
新
し
い
多
く

の
知
識
を
講
師
の
先
生
方
か
ら
教
わ
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

生
徒
た
ち
は
他
国
の
文
化
や
日
本
と
の
教

育
制
度
の
違
い
な
ど
に
と
て
も
興
味
・
関
心

を
持
ち
、
閉
会
式
で
は
活
動
の
中
で
学
ん
だ

こ
と
を
共
有
で
き
た
。
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
生
徒
の
他
国
へ
の

意
欲
が
高
ま
る
と
て
も
良
い
学
習
に
な
っ
た
。

の
自
然
を
一

望
し
、
そ
の

後
は
摩
天
崖

を
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
し
て
自

然
を
堪
能
し

た
。

　

生
徒
た
ち

の
し
お
り
の

感
想
に
は「
き
れ
い
な
景
色
に
感
動
し
た
」

「
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」「
ま
た

隠
岐
に
行
っ
て

み
た
い
」
な
ど

の
コ
メ
ン
ト
が

見
ら
れ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
制
限

は
あ
っ
た
が
、

生
徒
た
ち
に

と
っ
て
思
い
出

に
残
る
貴
重
な

研
修
と
な
っ
た
。

中
学
３
年
生　

隠
岐
研
修
旅
行

時　

10
月
16
〜
18
日

於　

隠
岐
の
島　
　

　

中
学
３
年
生
20

名
が
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
語
学
研
修
の

代
替
と
し
て
、
ふ

る
さ
と
島
根
の
自

然
や
歴
史
を
学
ぶ

こ
と
で
郷
土
愛
を

高
め
る
と
と
も
に
、

雄
大
な
自
然
の
中

で
の
活
動
を
通
し

て
交
友
関
係
を
よ

り
一
層
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
二
泊
三
日

の
日
程
で
隠
岐
へ
の
研
修
旅
行
を
行
っ
た
。

　

初
日
は
島
後
で
玉
若
酢
命
神
社
や
億
岐

家
、
隠
岐
国
分
寺
、
水
若
酢
神
社
な
ど
の

史
跡
を
巡
り
、
歴
史
や
文
化
を
学
ん
だ
。

二
日
目
は
遊
覧
船
に
乗
り
な
が
ら
国
賀
浜

出発式

摩天崖でのトレッキング

玉若酢命神社の八百杉前にて 遊覧船での一コマ
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あ
げ
た
で
す
。

休
校
中
に
レ
ベ
ル
が
上
が
り
ま
し
た
。

べ
つ
じ
ん
で
す
。

バ
ッ
チ
リ
メ
イ
ク
し
て
愛
犬
の
前
に
行
っ

た
ら
メ
ッ
チ
ャ
吠
え
ら
れ
ま
し
た
。

さ
い
か
い
で
す
。

今
日
か
ら
走
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、
休
校
が

終
わ
り
ま
し
た
。

 

（
名
前
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
す
）

高
校
生
活
を
振
り
返
っ
て

　

〜
国
語
表
現
の
授
業
よ
り
〜

　

連
歌
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
の
つ
も
り
で
テ
ー
マ
ご
と
に
一
言

を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
が
、
お
笑
い
の
あ

の
ネ
タ（
ち
ょ
っ
と
古
い
で
す
が
、今
は
別

の
分
野
で
活
躍
中
で
す
）
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

読
ま
れ
る
際
は
、「Y

ou T
ube

」
か

ら
「P

eppino G
a
g
lia
rd
i ‒ C

he vuole 

questa
 m
usica

 sta
sera

」（
イ
タ
リ
ア
映

画
「
ガ
ラ
ス
の
部
屋
」
の
主
題
歌
）
を
検

索
し
、
曲
を
流
し
な
が
ら
読
ま
れ
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
哀
愁
に
満
ち
た
喜

劇
が
あ
な
た
の
心
を
つ
か
む
は
ず
で
す
。

【
学
校
生
活
全
般
編
】

は
る
み
で
す
。

職
員
室
に
用
事
が
あ
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、

先
生
の
名
前
を
忘
れ
て
い
ま
し
た
。

あ
め
ち
ま
で
す
。

友
だ
ち
だ
と
思
い
、
必
死
に
な
っ
て
追
い

か
け
た
ら
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
逃
げ
ら
れ
ま

し
た
。
別
人
で
し
た
。

作
品
と
研
究

と
も
み
で
す
。

マ
ラ
ソ
ン
で
、「
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に

走
ろ
う
」
っ
て
言
わ
れ
た
の
に
、
裏
切
ら

れ
ま
し
た
。

み
わ
こ
で
す
。

一
番
前
の
席
に
な
っ
た
ら
、
み
ん
な
か
ら

「
寝
て
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

あ
ゆ
み
で
す
。

使
わ
な
く
な
っ
た
体
育
の
短
パ
ン
を
お
父

さ
ん
が
は
い
て
い
ま
し
た
。

み
き
こ
で
す
。

私
が
変
顔
し
て
み
ん
な
を
笑
わ
せ
よ
う
と

し
た
ら
、「
い
つ
も
の
顔
じ
ゃ
ん
」
っ
て
言

わ
れ
ま
し
た
。

よ
し
こ
で
す
。

体
育
祭
の
日
が
雨
で
し
た
。

ふ
ゆ
み
で
す
。

一
人
で
歌
っ
て
い
た
ら
、
周
り
の
人
に
変

な
目
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

今月の
 1枚 「Outline」⻆田　翔大　　（3-1）斐西

令和2年度秋季写真コンクール　特選作品

あ
さ
み
で
す
。

テ
ス
ト
中
に
シ
ャ
ー
ペ
ン
が
落
ち
そ
う
に

な
っ
て
、
急
い
で
手
を
出
し
た
の
に
、
机

の
上
で
止
ま
り
ま
し
た
。

み
か
で
す
。

一
年
生
の
時
の
証
明
写
真
を
、
担
任
の
先

生
に
三
度
見
さ
れ
ま
し
た
。

ゆ
う
か
で
す
。

や
っ
と
夏
休
み
が
き
た
と
気
を
緩
め
た
ら
、

風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

【
コ
ロ
ナ
休
校
編
】

ま
さ
か
で
す
。

課
題
を
早
く
終
わ
ら
せ
て
、
休
み
を
満
喫

し
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
ど
ん
ど
ん
追
加
さ

れ
ま
し
た
。

ぜ
っ
く
で
す
。

話
す
相
手
が
い
な
い
の
で
、
た
ま
に
自
分

の
声
色
を
忘
れ
る
と
き
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
え
た
で
す
。

減
量
を
試
み
ま
し
た
が
、
増
え
る
ば
か
り

の
日
々
で
し
た
。


